
フィードフォワードニューラルネットワークを用いた 
高齢者の転倒予測モデルの開発と検証 
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抄録： 高齢者の転倒は寝たきりにつながるなど QOL を著しく低下させる可能性がある。本研究では、データの

内部構造や多重共線性など説明変数の関係に影響なく予測モデルを自動的に獲得できるフィードフォワード

ニューラルネットワーク（FNN）を用いて、2011 年コホートデータから翌 2012 年の転倒の予測が可能か検証を行っ

た。先行研究では感度 0.651、特異度 0.724 に対し FNN ではカットオフ 0.53 で感度 0.778、特異度 0.714 となった。

ROC 曲線下面積（AUC）は 0.662（SD:0.067）となり、判別能を有していることが確認された。 
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1. 背景・目的 
1) 高齢者の転倒を予測する意義 
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2) 機械学習を用いる理由 
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3) 目的 
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2. 方法 
1) データセットの作成 
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(1) 比較用データセット 
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2) モデルと評価 
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(1) 開発環境 
TensorFlow1.4

Ubuntu16.04 LTS, GTX-1080Ti  

3. 結果 
with_fall fold 3

0.517 0.854 0.375 AUC

0.676 SD 0.021 without_fall

fold 0 0.530

0.778 0.714 AUC 0.662 SD

0.067 (Table.1)  

4. 考察 
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Table.1  モデルの予測性能 

 

 
(a)	  with_fall 

 
(b)	  without_fall 

Fig.1 ROCと AUC   


